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全国平均以上に少子高齢化や核家族化が進展する本道では、世帯規模の縮小

により、一人の介護者にかかる負担の増大が見込まれることなどから、高齢化等

の現状と将来推計を踏まえつつ、ケアラー支援を進めていくことが重要です。  
(1) 高齢者人口及び高齢化率                          

本道の高齢者人口（下表「65～74歳」と「75歳以上」の合計値）は、平成12

年に100万人を超え、平成27年には約155万８千人となり、令和５年には168万

８千人となる見込みです。 
 

また、本道の高齢化率（総人口に占める高齢者人口の割合）は、今後、全国平

均を上回る伸びで増加し、「団塊の世代」が75歳以上となる令和７年には33.5%、

「団塊ジュニア世代」が65歳以上となる令和22年には39.6%に達すると推計さ

れています。 
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家族介護を取り巻く状況  

本道における少子高齢化等の動向 

（資料：第８期 北海道高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画） 
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※ Ｒ２までは総務省「国勢調査」による実数（Ｒ３以降は推計値）。 

Ｒ３以降は 
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(2) 高齢世帯の類型別割合                            
本道の総世帯に占める高齢世帯の割合は、平成27年が36.6%、令和２年は

39.3%であり、令和22年には47.8%に達すると見込まれています。 
 

また、この割合は、いずれの時点でも全国平均を上回る水準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 認知症高齢者の現状と推計                          
 高齢化の進展に伴って認知症高齢者数も増加することが見込まれており、令

和７年には全国で約700万人、本道では約33万４千人になると推計されており、

高齢者の約５人に１人が認知症という社会を迎えることとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料：第８期 北海道高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画） 

（資料：第８期 北海道高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画） 
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(4) 障がいがある方の状況                           
本道の人口に占める障がいがある方の割合は、高齢化の影響などによって

年々増加しており、令和２年度末では身体障がい者が5.6%、知的障がい者が1.3%、

精神障がい者が3.5%となっています。 
 

この割合は、いずれの障がい種別についても、全国平均を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 少子化の状況                               
本道の出生数は、昭和31年以降に年間10万人を下回った後、減少の一途を辿

り、令和２年に３万人を下回り、令和３年には約２万９千人となっています。 
 

また、合計特殊出生率（15～49歳までの年齢別出生率を合計したもの）につ

いては、昭和39年に初めて全国平均を下回り、令和３年では1.20（全国平均1.30）

と東京都・宮城県に次いで全国で３番目に低い水準になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：第６期 北海道障がい福祉計画） 

（資料：第４期 北の大地☆子ども未来づくり北海道計画） 
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(6) 核家族化の状況                              
本道における世帯構造の推移については、平均世帯人数や三世代同居世帯の

割合も減少傾向にあり、核家族化が進んでいます。 
 

令和２年時点での平均世帯人数は2.03人、三世代同居世帯の割合は2.4%とな

っており、全国よりも核家族化が進展している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(7) 生活保護の状況                              
本道の被保護世帯数は、平成28年の123,882世帯をピークとして、その後、緩

やかに減少しており、被保護人員も同様の傾向にありますが、保護率（人口百人

当たり）については、引き続き全国を上回る水準で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：北海道人口ビジョン 改訂版） 

（資料：北海道 生活保護実施概要［※Ｒ３は速報値］） 
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(1) 在宅医療を受けている方の状況                       
病気やけがなどにより通院が困難な方に、医師などが自宅等を訪問して医療

を提供する在宅医療について、調査日に在宅医療を受けた本道の推計外来患者

数は、令和２年時点では8,900人となっており、前回調査時点（平成29年）から

大幅に増加しています。 
 

全国的にも、在宅医療を受けている方の数は概ね増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 医療的ケア児の状況                            
人工呼吸器による呼吸管理、喀痰吸引その他の医療行為が日常的に必要な在

宅で生活している医療的ケア児について、本道（札幌市を除く。）における人数

は年々増加傾向にあり、令和３年度時点では378人となっています。 
 

なお、全国では、調査方法は異なりますが、令和３年時点で約２万人※と推計

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 医療的支援や福祉的支援を必要とする方の状況 

（資料：厚生労働省「患者調査」） 
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道内（札幌市を除く）の対象者数

※ 全国値の出典：厚生労働省科学研究費補助金障害者政策総合研究事業「医療的ケア児に対する実態調査と医療・福

祉・保健・教育等の連携に関する研究（田村班）」に基づき厚生労働省障害保健福祉部障害児・発達障害者支援室が作

成した「医療計画の見直し等に関する検討会」用資料 

(人) 

道の「医療的ケア児の調査（人数把握）」に

より、在宅で生活している医療的ケア児の数

を集計した数値。 

▶ 対象年齢について、Ｈ30は18歳未満、それ

以降は20歳未満。 

▶ 対象地域は札幌市を除く道内178市町村。 
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(3) 要支援・要介護者の状況                          
介護サービスの必要度を測る要支援・要介護認定を受けた方について、本道で

は、その数は年々増加傾向にあり、「要介護１」の割合が最も多くなっています。 
 

本道の認定率（第１号被保険者に占める認定者数）は概ね20%台で推移してお

り、全国平均の18%台を上回る水準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 障害者手帳の交付者数                           
障がい福祉に関する各種支援やサービスを受けるための手帳について、本道

における交付者数は、全国平均と同様、概ね増加傾向にあります。 
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（資料：第８期 北海道高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計画） 

（資料：第６期 北海道障がい福祉計画） 

(人) 

(%) 

297,028 302,696 299,766 302,182 298,536 294,102 

47,117 51,190 55,049 59,092 63,048 66,736 

31,369 36,100 37,463 46,327 48,780 51,295 

5,109,282 5,231,570 5,227,529 5,148,082 5,087,257 4,977,249 

832,973 908,988 974,898 1,044,573 1,115,962 1,178,917 

594,504 695,699 803,653 921,022 1,062,700 1,180,269 0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H22 H24 H26 H28 H30 Ｒ２

【全道】身体障害者手帳 【全道】療育手帳 【全道】精神障害者保健福祉手帳

【全国】身体障害者手帳 【全国】療育手帳 【全国】精神障害者保健福祉手帳

(人) 

(人) 



- 12 - 

 

 

 

 

 
 

(5) ひとり親家庭の状況                            
本道におけるひとり親家庭（父母の一方がいない20歳未満で未婚の子を養育

する世帯）は、母子世帯・父子世帯ともに減少傾向にあり、離婚率（人口千人当

たりの離婚件数）は全国平均より高いものの、同じく減少傾向となっています。 
 

年収については、200万円未満の世帯が減少しているとはいえ、ひとり親家庭

は依然として経済的に厳しい状況に置かれています。  
① ひとり親家庭の世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 離婚件数及び離婚率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 世帯年収 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料：総務省 国勢調査） 
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（資料：厚生労働省 人口動態統計） 

（資料：第４期 北の大地☆子ども未来づくり北海道計画［※ 全国平均は厚生労働省「ひとり親世帯等調査」による］） 

※ Ｒ３年の全国平均は、母子373万円・父子606万円 
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本道における15歳以上で普段家族の介護をしている方の数は、年々増加する

傾向が続いていましたが、令和３年時点では減少に転じ、23万４千人と推計さ

れています。 
 

年齢階級別にみると、60～69歳が最も多く、家族介護者全体の約５割が60歳

以上となっているほか、男女別では、男性が６万７千人、女性が16万７千人とな

っており、全体の約７割を女性が占めています。 
 

全国的にも同様の傾向であり、令和３年時点の家族介護者数は653万４千人と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 家族介護者数の推計値 

（資料：総務省「社会生活基本調査」） 
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Ｈ18【全国】 男性家族介護者の割合

女性家族介護者の割合

(人) (%) 

(人) (人) 

(%) 

(1) 

家族介護者の総数 

（15歳以上） 

(2) 

男女別の 

家族介護者数 

(3) 

家族介護者の 

男女比率 


